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あらまし：2016年度に実施した地域の問題解決型授業を通して，「問い」と「関係性」に着目して，PBL

を活性化させることができた．本稿では，この「問い」と「関係性」が，学習にどのように関わっている

かをモデル化したものを提案する．このモデルは，コルトハーヘンの省察の ALACTモデルとも類似点が

高い．また，このモデルの出力として想定される「認識の変化」，「行動の変化」，「関係性の変化」は，学

習心理学における，認知主義，行動主義および状況的学習論の考え方とも重なり，これまでの学習の考え

方を包含したものとなっている． 
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1. はじめに 

2014年度から，複数の高等教育機関の学生をチー

ムにして，地域の問題解決型授業を実施している．

2016 年度には，「問いを立てる」，「関係性を創る」

ことに着目して PBLを設計し，自律的な学習者を育

てることにある程度成功した(1)(2)．本稿では，これら

の実践を踏まえ，「問い」と「関係性」が学習にどう

いう役割を果たしているかのモデルを提案する． 

 

2. 問いを立てることの意味 

従来，私たちが自分，世界，他者をどのように見

ていて，それを「問いを立てる」ことにより，どの

ように変更しているかを，図１に①～⑤までの番号

付きのタイトルがある実線の矢印で示した． 

通常，私たちは，自分，世界，他者を，育つ中で

形成したメンタルモデルを通して見ている．これは，

自分はどのような人であり，世界や他者は自分に対

してどのように振舞うかに関する，自分なりの見方

である．メンタルモデルは，複数のキッカケで形成

されると考えられるが，一度形成されると，私たち

はそれを通して世界を見て，そのモデルが強化され

る場合が多い． 

一方，本稿が基礎とする地域の問題解決型授業で

取り入れているデザイン思考(3)では，人間中心主義

を掲げ，徹底的なユーザの観察から最初のステップ

を始める．観察という行為は，自分が持つメンタル

モデルを飛び越して，現実を見つめる作業であり，

そこから自分のメンタルモデルとのギャップ（違和

感）を感じ，それが「問い」という形で言語化され

ていく．その問いに導かれる形で，インサイト（洞
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図１ 学習における「問い」と「関係性」の役割 
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察）が現われてくると考えられる．そしてインサイ

トにより，自分の今までのメンタルモデルを修正す

ることになる．世界や自分をどう見ているかという，

メンタルモデルが変化すれば，それに伴い行動が変

化する．これらの①観察，②違和感，③問い，④イ

ンサイト，⑤行動の変化，というステップが「問い

を立てる」ことに関わる学習のプロセスである．こ

のプロセスは，コルトハーヘンが提唱する省察に関

する ALACT モデル(4)，創造性をモデル化した U 理

論(5)のプロセスとの類似性も高い． 

問いを立てることにより獲得する，自分，世界，

他者に対する自分が持つメンタルモデルを，問いに

よって現実にマッチするものに常に変更していける

というこの態度は，ドゥエックが「Growth Mindset
(6)」

と呼んでいるものと共通性が高い． 

 

3. 関係性を創ることの意味 

2016年度の授業において，初めて，関係性を創る

ことを考慮に入れて授業設計を行った．その結果，

担当した教員の目から見て，また，学生が毎回書い

ている省察から，チーム内のメンバー間に信頼関係

が構築され，その結果，メンバーの内発的動機づけ

がアップすることが確認された(2)． 

「関係性を創る」ことが，学習に対してどのよう

な効果があるかを，図１中のタイトルに数字（①’，

③’，④’，⑤，⑥）がある点線の矢印で示した． 

認知の変化は行動の変化に結び付くが，特に，「恐

れからの自由」という変化は，「未知なる部分に飛び

込む」ことや「他者に対して自分の心を開く」とい

う行動の変化をおこし，それが他者との関係を変化

させる（信頼関係を構築する）(7)ということに結び

つく可能性が高いことを図１は示している．また，

図１の中の関係性を創るステップは，一部，問いを

立てるステップと重複している（番号にダッシュが

ついている部分）．これは，ベースとしては問いを立

てるステップであるが，その中で，関係性を創ると

いうところに焦点があたっている場合を示している． 

PBLで，関係性を創ることに焦点をあてることの

メリットは，グーグルがプロジェクトアリストテレ

スで解明した「心理的安全性(7)」をチーム内に創り

出すことに繋がるという点である． 

なお，図１では実践および点線の矢印を平面的な

サイクルとして表しているが，実際には螺旋的に立

ち上がっていると考えていただいた方が自然である． 

 

4. 問いと関係性がアクセスしている場所 

問いを立てることにより Growth Mindset を育て，

関係性を創ることにより，コミュニティ内の心理的

安全性が保たれることを示した．では，それらは学

習にとってどのような意味があるのだろうか．図２

に，スペンサーによるコンピテンシーモデル(8)と，

問いと関係性が，このモデルのどこにアクセスして

いるかを示した． 

スペンサーによると，我々のコンピテンシーは，

表層から深層に向かって３層になっているとされる．

一番浅い層はスキル・知識，中間層に自己イメージ・

態度・価値観，一番深い層に特性・動因がある(8)．

通常の教育は，一番浅い層であるスキル・知識の層

にアクセスし，ここに変化をもたらしている．一方，

メンタルモデルを更新することにつながる「問いを

立てる」という行為は，中間層である，自己イメー

ジ・態度・価値観にアクセスし，さらに，関係性を

創ることはスペンサーが中心的人格と呼んだ特性・

動因にアクセスしていると考えることができる．そ

の結果，コミュニティの中で信頼関係が創られ，内

発的動機づけが高まることが期待できる． 

 

図２ 問いと関係性がアクセスしている場所 

 

5. まとめ 

問いを立てることと，関係性を創ることが，学習

にどのような効果を及ぼしているかのモデルを提案

した． 従来の教育ではスキルや知識の育成を重視し

ているが，自己イメージ・態度・価値観や特性・動

因へのアクセスは，ほとんど考慮されてこなかった．

問いや関係性に焦点をあてることにより，コンピテ

ンシーのより深いところにアクセスが可能になると

いうのが，本稿の主張である．今後，このモデルを

実証的に検証していく予定である． 
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